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美浜発電所１号機の第19回定期検査開始について

このことについて、関西電力株式会社から下記のとおり連絡を受けた。

記

美浜発電所１号機（加圧水型軽水炉；定格電気出力３４.０万kW）は、平成
14年９月１日から約４カ月の予定で第１９回定期検査を実施する。
定期検査を実施する主な設備は次のとおりである。

(1) 原子炉本体
(2) 原子炉冷却系統設備
(3) 計測制御系統設備
(4) 燃料設備
(5) 放射線管理設備
(6) 廃棄設備
(7) 原子炉格納施設
(8) 非常用予備発電装置
(9) 蒸気タ－ビン

なお、美浜発電所１号機は、11月下旬に予定される定期検査の最終段階で
ある調整運転開始から、定格熱出力一定運転 を実施することとしている。＊１

*1)原子炉熱出力を常に一定(100％)として運転する方法で、海水の温度が
下がり、復水器の性能(熱効率)が良くなる冬季において、これまでの定
格電気出力を最大で約６％程度上回る運転が見込まれる。



１．主要工事等

(1) 原子炉容器供用期間中検査
原子炉容器の供用期間中検査として、原子炉容器の溶接部等につい

て、計画的に超音波による探傷検査を行い健全性を確認する。

（図－１参照）(2) 炉内構造物バッフルフォーマボルト取替工事
海外の事例に鑑み、長期的な信頼性を十分に確保する観点から、バ

ッフルフォーマボルト全数(624本)について、材質・形状等を改良した
ものに取り替える。

（図－２参照）(3) 炉内計装筒管台予防保全対策工事
１次系水質環境下における応力腐食割れに対する予防保全対策とし

て、炉内計装筒管台の引張り残留応力を低減させるため、管台内表面
にウォータージェットピーニング を施工する。＊１）

＊1)ウォータージェットピーニング

金属表面に気泡を含んだ高圧ジェット水を吹き付けることにより、金属表面に塑性

変形が生じ、表面にある残留応力を引張りから圧縮に変える工法。

(4) 出力領域計測装置検出器取替工事
運転時の原子炉出力を監視するため原子炉外に設置している出力領

域計測装置の検出器(全８個中２個)を、信頼性維持の観点から、計画
的に取り替える。

（図－３参照）(5) 放射線管理用計測装置検出器取替工事
エリアモニタおよびプロセスモニタ検出器（ＧＭ管検出器）を、保

守性向上の観点から、部品調達が容易で現検出器と同等の性能を有す
る半導体検出器に取り替える。

（図－４参照）(6) 充てん配管継手部他取替工事
高線量区域にある充てん配管のソケット溶接部について、応力集中

が小さい突き合わせ溶接に変更し、信頼性を向上させ、点検に伴う作
業員の被ばくを低減させる。

（図－５参照）(7) 低圧タービンのグランド部他補修工事
低圧タービンの軸封部取付面とドレンオリフィス穴周辺に減肉が認

めらるため、肉盛溶接等により補修を実施する。



（図－６参照）(8) 炉外核計装装置測定処理部取替工事
保守性、作業性向上の観点から、炉外核計装装置測定処理部につい

て、作業時に計器類を引き出すドロワ式から、引き出しを要しないカ
ード式に切り替える。

(9) 定格熱出力一定運転に伴う運転管理強化
定格熱出力一定運転の導入に当たり、運転管理の信頼性を一層向上

させるため、運転情報を管理しているコンピュータのソフト改良や、
発電機出力の監視画面追加を行う。

２．燃料集合体の取替え

燃料集合体全数1 2 1体のうち、40体（うち32体は新燃料集合体）を取り
替える予定である。

３．運転再開予定

原子炉起動・臨界 ： 平成14年11月中旬
発電再開（調整運転開始） ： 平成14年11月下旬
定期検査終了（営業運転再開）： 平成14年12月中旬

なお、今定期検査の期間については、炉内構造物バッフルフォーマボルト
取替工事の作業進捗によって変動する可能性がある。
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